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福井県坂井市

福井県坂井市は、「東尋坊」や「丸岡城」に代表される観光地、「甘えび」「越前がに」「若狭牛」「コシヒカ
リ」「越前そば」「越のルビー（ミディトマト）」「油揚げ」「もみわかめ」など豊かな特産品、「越前織」などの
地場産業、豊かな自然環境、歴史文化など、多様な魅力があるまちです。

人 口 88,481人
世帯数 31,067世帯
面 積 209.67㎢



坂井市の現状

前述のとおり、多様な魅力がある坂井市ですが、
令和6年3月に集計したmGAPの集計結果によると、以下の通りの結果となっています。

全体として、推奨意欲ならびに、参加意欲がマイナスとなっており、
この傾向は若者である20代にしぼっても同じです。

「坂井市には何もない」といって、地域のことを悲観的にみている若者が多い現状でありますが、
実際に何もないのではなく、その若者は市の魅力をまだ知らないだけです。

20代の若者が地域の魅力を認識することにより、坂井市に住み続けるという選択、
さらには、まちづくりに関与したいというまちづくりプレイヤーの種を育てることが急務となっております。
積極的に地域に関わる若者を増やすことで、人口減少社会化での持続可能なまちづくりを目指します。

全体 20代
推奨意欲 -147 -52
参加意欲 -297 -319
感謝意欲 422 414
計（関係人口の値省略） 216 369

5000人の市民を対象に無作為抽出して、ベースとなるmGAPの値を算出。
今後、アンケート調査により毎年の推移を図ることにより、目標の達成状況
を把握する。

【20代の若者をターゲットにした理由】
就職や結婚など、ライフスタイルに多くの変化がある若者に市の魅力を認知いただき、定住を選択肢としていただきたいため。
さらに、積極的に地域と関わっていただくことにより、まちづくりプレイヤーを育てていきたい。

ｍGAPとは
まちへの愛着を推奨・参加・感謝の3つの意欲から数値化する成果指標



２０代の若者をターゲットとして、「地域を語ることの若者を増やす」ことを目的とする。
地域を語るためには、次の3点が必要である。

① 地域の魅力の言語化
⇒R5年度、坂井市ブランディング推進事業：SakaiDeepSessions（通称SDS）を実施。

② 語る機会の提供
⇒R6年度、関与の窓としての「坂井市らしさキャラバン」をスタート。

③ 愛着を加速させるツール
⇒坂井市公式キャラクター「坂井ほや丸」が誕生し、R6年度より活動を開始。

事業の目的

◆KPI
現状-52とマイナス値になっている20代の推奨意欲を3年以内にプラス値に転じさせること。
さらに、上記の目標達成後、20代の参加意欲をプラス値に転じさせること。



R5年度、なんでもある坂井市の『なんでも』を言語化する坂井市ブランディング推進事業を実施

・10～40代市民をメインターゲットとするワークショップ（SakaiDeepSessions：SDS）を計6回開催。
・ワークショップの途中でフィールドワーク（SakaiDeepCaravan：SDC）計3回開催。
・成果品として、坂井市の魅力を言語化した、ブランドメッセージ、ロゴ、キャラクターを制作。

この取り組みには、高校生、大学生、社会人、起業家、フリーランス、公務員、議員、地域おこし協力隊、元アイド
ル、ご当地ヒーローなど、10～40代の延べ62名の若者が幅広く参加した。

①地域の魅力の言語化

62名の若者が参加し
市の魅力を800個洗い出し

3日にわけて21か所を訪れ
人から話をきき、魅力を体験

ペルソナを活用し
ストーリー仕立てで魅力を共有



市の魅力を伝える上で工夫した２のポイント

既存メンバーが新メンバーに
ワークショップの経緯を説明する様子

① メンバーを固定しないこと
本事業は計６回のワークショップと計３回のフィールドワークを開催するため、全９回のシリーズになる。
この各９回について、その都度参加者を募ることとした。「どの回から参加しても問題ない」と銘打って新しい参加者
が毎回参加することで、参加者の総数を増やすことができるためである。続き物のワークショップでその全ての回に参
加しなくてはいけないという制約があると、若者が参加するハードルがぐっと上がってしまう。
この時発生する課題が、「新メンバーはそれまでの経緯や進捗が分からない」という点である。そのため各回の冒頭
で、既存メンバーが新メンバーにこれまでの経緯を細かく共有する時間が発生する。この時間こそ、市の魅力を言語
化していく上で重要なプロセスなのである。あえて、都度新メンバーを加えることで、既存メンバー自らの言葉で坂井
市の魅力を語っていく、このようにして、参加者全員が坂井市の魅力を真に理解し、発信できる土壌を整えていくのだ。

②市役所や公共施設を会場としないこと
行政が主催するワークショップの会場は会場使用料の都合などから、市役所や公共施設になりがちである。
しかし、こういった場所を会場に選ぶと、無機質な会議室で無音のワークショップになってしまいがちだ。若者を集め
るにあたり、場づくりは非常に重要であり、魅力的な会場や雰囲気を募集の時点で伝えることは、参加数や継続参加
率に大きく影響する。
そのため、本事業では、地元企業のカフェスペースを借りてワークショップを開催した。会場にはスピーカーを持ち込
み、BGMとしてカフェサウンドなどをかけて雰囲気づくりを入念に行った。近年の企業は従業員向けのカフェスペース
を有していることが多く、観葉植物やおしゃれな壁紙など、内装にこだわっていることが多い。この場をワークショップの
会場として開放いただいた。
坂井市の企業も坂井市の魅力を構成する要素の一つである。会場となる企業には毎回、冒頭で普段どのような事
業を行っているかの説明をいただいた。このような形で若者が地域内の企業を知るきっかけを作ることも、若者が地
域を語るきっかけを増やすうえで重要であると考えている。また、このようなきっかけで、企業に就職する若者がでてく
る可能性もある。

企業のカフェスペースのほか、
お寺の講堂を会場にしたことも



坂井市ブランドメッセージ

3面鏡から無限の世界が広がる万華鏡
をモチーフにしたロゴマーク
〇〇らしさ、に言葉を当てはめることで、
魅力を伝えることが可能

ブランドメッセージを検討するワークショップならびにフィールドワークにはのべ62名の若者が参加、
ブランドメッセージを決定するアンケートには1614名が参加した。



R6年度、関与の窓としての「坂井市らしさキャラバン」をスタート。
メンバーを公募し、平均年齢22.5歳の13名で構成。

・参加要件は坂井市に住んでいる、通勤通学している、出身のいずれか。活動期間は1年
・有名フォトグラファーやライターから写真、文章を学べる講座を開設
・10～30代による多人数チームで取材に繰り出す
・取材した記事をnoteで発信する（note株式会社と連携協定を締結）

②語る機会の提供

越前織工場で
スマホでカメラの実践

若者が自ら取材先をえらび
多人数チームで取材

note株式会社と連携協定
noteプロアカウントを無償提供



市の魅力を伝える上で工夫した３のポイント

（右上）完成した記事の書き出し
（右下）らしさを表現したロゴ
記事の全文はQRコードから

①チームを形成すること
記事を書くにあたり、個人で取材に行くのではなく、チームを組んで複数人で行うことにより、同年代で楽しみながら
取材を行う環境を整えた。１回のキャラバンで最大６人が３か所の魅力をまわるのだが、取材担当者の様子を他の参
加者が横で見ていることができるため、自分の担当取材の他の魅力にも触れることができるほか、他のメンバーの取
材の方法を知ることができる。

②ツールとして個人のnoteを選択したこと
フロー型のＳＮＳであるＸやInstagramと異なり、ストック型のSNSであるnoteは会員登録がなくともweb上で多く
の人が目に触れることができる。さらに、坂井市の公式noteの管理者権限を各個人にゆだねるのではなく、各個人が
書いたnoteを坂井市公式アカウントがまとめて発信するという体制をとっている。メンバーの任期は１年間であるため、
管理者権限のある１年間はnoteの更新ができても、活動が終わったタイミングで発信するツールを失ってしまう。初め
から個人のnoteに投稿いただくことで、任期が終わった後も、情報発信を継続いただくことが可能となっている。本取
り組みは、坂井市がnote株式会社と連携協定を締結することにより、全面的なご協力をいただいて実現した。

③ブランドロゴで、らしさを表現すること
記事内にて、ブランドロゴで取材先の魅力を表現することをルールとしている。取材した事実をただ述べるだけでなく、
取材した若者らしさを記事に落とし込むことで坂井市の魅力を発信してく方式をとっている。そのため、取材した若者
が、取材先をどのように表現するかの手法としてブランドロゴを活用している。



坂井市公式キャラクター「坂井ほや丸」



③愛着を加速させるツール「坂井ほや丸」

オンライン会議には100名が参加
どのようなキャラなら推せるかを提案いただいた

デザイン発表前にも関わらず、
想像の坂井市公式キャラちゃんを描いた年賀状が51通届いた。

坂井市公式キャラクター「坂井ほや丸」が誕生し、R6年度より活動を開始。

・令和5年9月、姿かたちもない状態からXをはじめ、活動開始前に180日間SNSを運営
⇒キャラクターが完成していく過程を見せることで多くの人を巻き込むことに成功。
イラストを公開する前にも関わらず、年賀状が51通とどき、活動開始日には550件のコメントが寄せられた。

・キャラクターの詳細を決定するオンライン会議を開催し、100名が参加。
⇒このような手法により、自治体の公式キャラクターを誕生させる取り組みは全国初。

・名前の応募に6,386件のアイディアが寄せられた。



参加イベントに100名以上集客
イベントに足を運ぶきっかけに

市内のカフェとコラボしたプリン
Xで2.7万PV 来客のきっかけに

地場産業の越前織とのコラボグッズ
累計500点が即完売

① まずコミュニケーションを優先
若者に地域の魅力を知っていただき、愛着を深めていただくには、情報を受け取っていただく必要がある。いきなり情報をむやみに発信するのではなく、
日ごろはSNSを通じたコミュニケーションを続けることでインプレッションとエンゲージメントを高めていく。土壌を整えたうえで情報発信することで初めて情
報が届き、かつ反応（イベントや店舗への来訪）につながるのである。

②可愛さと合わせて情報を発信
無機質と情報を淡々と伝えるのではなく、ほや丸持ち前の福井弁で柔らかく情報を発信する。コーヒーがおいしい市内のカフェや、地場産業である織物
など、ほや丸の可愛さと合わせて発信することで、情報を見てもらいやすくすることが狙い。Xで伝わりきらない情報はnoteやYouTubeを活用している。

市の魅力を伝える上で工夫した２のポイント



◆フォロワー数

10,800

２

名

位

・アカウント開設から1年未満で10,000フォロワー達成
・毎月500名程度のペースで増

◆エンゲージメント率

6.2％ ・インプレッションに対する反応（いいねやコメント）の割合
・5％の目標を毎月クリア、投稿によっては10％を超える。

◆ゆるキャラグランプリ（ゆるバース）速報
・初登場にして、速報全国２位を記録（10/11時点）

100万件
◆月間インプレッション（表示数）
・毎月100万回情報が届いている
・月によっては200万を超える月も

速報:全国

数字からみた「坂井ほや丸」のすごいところ！



【X】
市内外を問わず、
キャラクターとの交流をきっかけに情報を発信

【TikTok】
若者をターゲットに、
キャラクターの存在を認知させる
ツール

【YouTube】
生配信でファンとの
交流。
文章や写真では伝
わりにくい情報を動
画でPR。

【note】
短文では伝わらない
情報を、長文で保管
するためのツール

【メディア活用の戦略】
若者を中心に情報を受け取っていただき、
市への愛着を深めていただくこと。

メディア活用



坂井市 移住定住推進課
担当：主査 小玉悠太郎
Mail：iju@city.fukui-sakai.lg.jp


